
【設問】

問われている事、着目点を青字で表示

【模範解答】

業務センターの模範解答の文章を記載し、必須と思われる文言を赤字で表示

【解答のポイント】

・どのような現象の設問か

・何を答えればよいか

・なぜ模範解答のような文章になっているか

などを記載

解説の凡例
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図1では北海道の東海上に海上濃霧警報が発表されているが，根室の気温と沿岸部の海面水温に着目して，この霧が次
のa～eのどれに分類されるかを記号で答えよ。また，その霧の発生要因を40字程度で述べよ。
a 放射霧 b 移流霧 c 蒸気霧 d 前線霧 e 上昇霧

４℃

３５回 実技１ 問１（３）②
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６℃



【設問】

図1では北海道の東海上に海上濃霧警報が発表されているが，根室の気温と沿岸部の海面水温に着目して，この霧が次
の a～e のどれに分類されるかを記号で答えよ。また，その霧の発生要因を40字程度で述べよ。
a 放射霧 b 移流霧 c 蒸気霧 d 前線霧 e 上昇霧

【模範解答】

ｂ 移流霧
冷たい海面上に相対的に暖かく湿った空気が移動し、下から冷やされて飽和したため。

【解答のポイント】

・海上濃霧の発生要因の典型的な設問で、ほぼ移流霧である。

・「相対的に暖かく湿った空気」の文言は、必須。

根室は気温６℃、露点温度５℃で湿数１℃なので湿潤。６℃ではあるが海面の４℃に比べて暖かいので「相対的」という
言葉を使用する。

・海面温度が空気より低い４℃なので、湿潤空気が冷却されて水蒸気が凝結する。

・これは、冷たいグラスの表面に水滴がつく現象と同じである。

３５回 実技１ 問１（３）②
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・これは、冷たいグラスの表面に水滴がつく現象と同じである。
これに対し、風呂場で冷たい空気に湯船から立ち上る湯気は、蒸気霧にあたる。

・放射霧
夜間の放射冷却によって地面付近の空気が露点以下に冷やされる場合に発生する霧。多くは明け方に発生し，日の出とと
もに，遅くとも9時頃までには消える。高気圧に覆われ，大気の下層の成層が安定している場合に発生しやすい。

・蒸気霧
暖かい海面に陸地から冷たい空気が流れてきたときにできる霧。海面から水蒸気が蒸発して、ちょうど湯気がたつようにみえるの
で蒸気霧とよぶ。川霧や日本海に冬季発生する霧も蒸気霧である。

・前線霧
前線に伴って生ずる霧で，寒気と暖気の二つの気塊が混合してできたり，暖かい雨粒が蒸発してできたりする。

・上昇霧（滑昇霧）
山の斜面を、風によって運ばれた湿った大気が上に行く事によって断熱冷却により冷やされ、発生する霧。



図6(下)および図7(下)を用いて，東シナ海における12時間後と24時間後の前12時間降水量予想の分布の特徴を，降
水域の幅に着目して35字程度で述べよ。

１２時間
降水０ライン

３５回 実技１ 問２（１）
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２４時間



【設問】

図6(下)および図7(下)を用いて，東シナ海における12時間後と24時間後の前12時間降水量予想の分布の特徴を，降水
域の幅に着目して35字程度で述べよ。

【模範解答】

12時間後は、降水域の幅が広いが、24時間後は幅が狭く集中している。

【解答のポイント】

・降水域の状況を聞いているので、降水の等値線の「０」ラインを基準にして降水域を特定する。

・西日本の降水域は、さほど変化はないが、設問は「東シナ海」の降水域を聞いているので、幅が狭くなっている。
また降水等値線も集中している。

３５回 実技１ 問２（１）
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図7(下)では，東シナ海と九州に，それぞれ59mm，66mmの極大値をもつ前12時間降水量が予想されている。これに
関して，図8，図9を参考に，以下の問いに答えよ。
大きな降水量値が予想されている九州の雨域が前線・低気圧のどのような部分にあたるかを簡潔に述べよ。また，大きな降
水量が予想される場の特徴を850hPaの風と相当温位に着目して30字程度で述べよ。

降水域

３５回 実技１ 問２（３）②
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高相当温位域

南西風



【設問】

図7(下)では，東シナ海と九州に，それぞれ59mm，66mmの極大値をもつ前12時間降水量が予想されている。これに関
して，図8，図9を参考に，以下の問いに答えよ。
大きな降水量値が予想されている九州の雨域が前線・低気圧のどのような部分にあたるかを簡潔に述べよ。また，大きな降水
量が予想される場の特徴を850hPaの風と相当温位に着目して30字程度で述べよ。

【模範解答】

低気圧の暖域
強い南西風により相当温位が高い空気が流入している。

【解答のポイント】

・低気圧の寒冷前線と温暖前線で囲まれた領域を 「暖域」 という。

・850hPa面の図によれば、降水域は、南西の風により相当温位の高い領域が北東方向へ伸びている。

３５回 実技１ 問２（３）②
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図10には前線通過を示す特徴が見られる。このうち，地上の温暖前線の通過を示す特徴が表れている時間帯を図に記入
された6時間毎の時刻を用いて答えよ。また，そのように判断した根拠を，900hPa以下の高度における風向と気温の変化
に着目して30字程度で述べよ。

900hPaより下層
風向の変化

３５回 実技１ 問３（１）
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気温の上昇



【設問】

図10には前線通過を示す特徴が見られる。このうち，地上の温暖前線の通過を示す特徴が表れている時間帯を図に記入さ
れた6時間毎の時刻を用いて答えよ。また，そのように判断した根拠を，900hPa以下の高度における風向と気温の変化に着
目して30字程度で述べよ。

【模範解答】

23日３時～23日９時
風向が東～南東から南～南西に変化し、気温が上昇するため。

【解答のポイント】

・温暖前線が通過すると、低気圧の「暖域」に入るため、風向が変わり、気温が上昇する。
従って 3時～9時の間に通過したことがわかる。

・風向
題意より900hPa以下の高度の風向に着目する。
23日3時までの風向は、「東」と「南東」の風向が確認され、その他の風向は、その間にある。

3時以降は、まず900hPa付近の上層から風向が「南南東」に変化し始め、9時前には900hPa以下の全層において「南」
と「南西」の風向が確認できる。

３５回 実技１ 問３（１）
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・気温
等温線を見ると3時～9時の間に気温が上昇している。

・風向に関して、３時過ぎの南南東の風向は解答に含めていない。これは前線通過の過渡期のため。
前線の通過前と、完全に通過した後の風向を解答にしている。



図11では，高松では高知に比べて全体的に降水量が少なく予想されている。その理由を，高松周辺の地域に吹き込む下
層風の風向と地形に着目して30字程度で述べよ。

左図の時間範囲

高知での観測値

３５回 実技１ 問３（４）
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高知での観測値

下層風はほぼ南寄り
下層風はほぼ南寄り



【設問】

図11では，高松では高知に比べて全体的に降水量が少なく予想されている。その理由を，高松周辺の地域に吹き込む下層
風の風向と地形に着目して30字程度で述べよ。

【模範解答】

四国山地の降水で水蒸気量が減少し、また上昇流が弱まるため。

【解答のポイント】

・地形に着目 ⇒ 山地の影響

・低気圧が四国の北側を通過する。 ⇒ 南よりの風が予想される。

・高知での下層風は、鉛直図から南寄りであることがわかる。

・この風が、高松へ至るルートには四国の中央山地があることを念頭に入れて考察する。

・降水量が多い＝山地の風上側、 降水量が少ない＝山地の風下側。
高知は、風上で高松は風下にあたる。

・設問では、高松の下層風に着目と言っているが、図には高松の鉛直分布図はない。

３５回 実技１ 問３（４）

11

・設問では、高松の下層風に着目と言っているが、図には高松の鉛直分布図はない。
気圧配置と高知の鉛直分布図から高知から高松にかけて南よりの風となっていると推測するしかない。

・高知で降水量が多いことから、四国山地の南斜面側で降水して水蒸気量が減少し、山越え気流で上昇流が弱まると推測
する。高松の鉛直流分布もないので「下降流となるため」とまでは言えない。また３０字と文字が少なめのため高松での風向ま
では言及できない。



(b)の地上～600hPaにおける風向の特徴およびそれから判断される移流について40字程度で述べよ。
またそのことから，(b)の逆転層は低気圧のどのような部分に対応しているかを簡潔に述べよ。

３５回 実技１ 問４（２）

逆転層より上層が湿潤

12

地上～600hPaの風向

逆転層



【設問】

(b)の地上～600hPaにおける風向の特徴およびそれから判断される移流について40字程度で述べよ。またそのことから，(b)
の逆転層は低気圧のどのような部分に対応しているかを簡潔に述べよ。

【模範解答】

高度が高くなるにつれて風向が時計回りに変化しており、暖気移流を示している。
逆転層:温暖前線(面)

【解答のポイント】

・鉛直方向の風向の特徴 ⇒ 時計回り か 反時計回り
時計回りなら暖気、反時計回りなら寒気移流。

・逆転層（転移層）が薄くて、上層が湿潤な場合は、温暖前線面である。

３５回 実技１ 問４（２）

南西風 逆転層
(転移層)
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温暖前線では、寒気の上に暖気が這い上がっているイメージ

(b)点

北東風

地上
温暖前線

暖気

寒気

(転移層)



この低気圧に関しては，初期時刻である15日21時に海上強風警報が発表されている。初期時刻から24時間以内にこの
低気圧の中心のどちら側で最も強い風が予想されるかを東西南北のいずれかで答えよ。また，その付近で強風となる理由を
30字程度で述べよ。

初期

１２Ｈ

３５回 実技２ 問２（１）②
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２４H



【設問】

この低気圧に関しては，初期時刻である15日21時に海上強風警報が発表されている。初期時刻から24時間以内にこの低
気圧の中心のどちら側で最も強い風が予想されるかを東西南北のいずれかで答えよ。また，その付近で強風となる理由を30字
程度で述べよ。

【模範解答】

北側
三陸沖の高気圧とこの低気圧との間で気圧傾度が大きくなるから。

【解答のポイント】

・「初期時刻から24時間以内に」という題意なので24Hまでの地上天気図で考察する。

・風が強い ⇒ 気圧の傾きが大きい

・初めに四国の南にある低気圧で、24H後にかけて気圧傾度が大きくなるのは北側だけ。

・「この低気圧の北側で気圧傾度が大きくなる」でも間違いではないが、通常、低気圧と高気圧は対で動向を見るので「三陸沖
高気圧」の文言は、入れたい。

３５回 実技２ 問２（１）②
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図7によると，24時間後の16日21時に日本海(若狭湾の北)と日本の南(紀伊水道の南)に低気圧が発生すると予想され
ている。500hPaトラフ付近の渦度の変化と低気圧の発生時期との関係，およびトラフの位置と低気圧の発生位置との関係
を35字程度で述べよ。

１２時間 ２４時間

正渦度が強まった

発生低気圧の位置トラフ

３５回 実技２ 問２（２）②
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模範解答:トラフ付近の正渦度が強まったときに、その東側で低気圧が発生する。

＜ポイント＞
・トラフの渦度の変化 ⇒ 正渦度が強まる＝トラフが深くなる
・その東側に低気圧が発生する

発生した低気圧



【設問】

図7によると，24時間後の16日21時に日本海(若狭湾の北)と日本の南(紀伊水道の南)に低気圧が発生すると予想されて
いる。500hPaトラフ付近の渦度の変化と低気圧の発生時期との関係，およびトラフの位置と低気圧の発生位置との関係を
35字程度で述べよ。

【模範解答】

トラフ付近の正渦度が強まったときに、その東側で低気圧が発生する。

【解答のポイント】

・トラフ付近の渦度の変化
正渦度が強まる +101 ⇒ +202 そのときに低気圧が発生している

・トラフの位置と地上低気圧の位置
トラフの東側に低気圧が発生する

・上記２つの内容から、

正渦度が強まったときに低気圧が発生している。 低気圧は、トラフの東側に発生している。

これらをひとつの文章にしたのが模範解答。

３５回 実技２ 問２（２）②

17

これらをひとつの文章にしたのが模範解答。



図11(上)の楕円で囲んだ領域では，18時～21時に風や気温がどのように変化したかを値を含めて30字程度で述べよ。

３５回 実技２ 問４（３）
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【設問】

図11(上)の楕円で囲んだ領域では，18時～21時に風や気温がどのように変化したかを値を含めて30字程度で述べよ。

【模範解答】

風向が北北東から北北西に変わり、気温が約２℃低下した。

【解答のポイント】

・風の変化という設問なので、風向と風速を考察する。風向は、様々だが最も多い(卓越した)風向を選択して解答する。

風速については大きな違いがないので言及しなくてよい。もし違いが大きい場合は解答に含める必要がある。

・気温は、-2℃前後が最も多いので「約2℃低下」とする。

３５回 実技２ 問４（３）
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図12によると東京は16日21時には雨であるが，これ以降17日0時に雨、6時に雨か雪と予想した天気と異なり，雪となる
可能性が高くなると考えられる。この理由に関する以下の問いに答えよ。
18時の2℃の等温線，21時の2℃の等温線，および問4(3)で答えた風・気温の変化に着目して，東京の21時以降の気
温が気温ガイダンスより低くなると考えられる根拠を45字程度で述べよ。

気温低下

等温線の移動

３５回 実技２ 問４（４）②
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【設問】

図12によると東京は16日21時には雨であるが，これ以降17日0時に雨、6時に雨か雪と予想した天気と異なり，雪となる可
能性が高くなると考えられる。この理由に関する以下の問いに答えよ。
18時の2℃の等温線，21時の2℃の等温線，および問4(3)で答えた風・気温の変化に着目して，東京の21時以降の気
温が気温ガイダンスより低くなると考えられる根拠を45字程度で述べよ。

【模範解答】

関東地方内陸部の気温の低下が大きく、北よりの風で低温域が南に広がるとみられるため。

【解答のポイント】

・気温が予想より低くなる理由を考察する。
要因としては、寒気が流入してくることが考えられる。

・題意により2℃の等温線の移動状況を見ろと言っているので、寒気の南下が予想される。

・内陸部の気温低下が大きい。北よりの風でその寒気が次第に南下して東京に達する見込み。

３５回 実技２ 問４（４）②
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表では，水戸で雨であるのに対し，これよりも気温が高い会津若松で雪になっている。会津若松で雪になる理由を60字程
度で述べよ。

３５回 実技２ 問４（５）②
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模範解答:会津若松では空気が乾燥しており、昇華によって落下中の雪片表面が冷却される効果が大きく、雪片が融解し
にくくなるため。

＜ポイント＞
・降水型の典型的な設問であり、典型的な解答文。丸暗記してもよいくらい。
・「空気の乾燥」、「昇華」、「表面冷却」、「融解」 が外せないキーワード。



【設問】

表では，水戸で雨であるのに対し，これよりも気温が高い会津若松で雪になっている。会津若松で雪になる理由を60字程度
で述べよ。

【模範解答】

会津若松では空気が乾燥しており、昇華によって落下中の雪片表面が冷却される効果が大きく、雪片が融解しにくくなるため。

【解答のポイント】

・降水型の典型的な設問であり、典型的な解答文。丸暗記してもよいくらい。

・「空気の乾燥」、「昇華」、「表面冷却」、「融解」 が外せないキーワード。

３５回 実技２ 問４（５）②
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図4に見られる3時間10mm以上の降水域Aは，図1の地上天気図に見られる低気圧と前線に対してそれぞれどのような位
置関係にあるか，前線の種類も含めて20字程度で答えよ。

降水域

低気圧 温暖前線

３６回 実技１ 問２（１）
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【設問】

図4に見られる3時間10mm以上の降水域Aは，図1の地上天気図に見られる低気圧と前線に対してそれぞれどのような位置
関係にあるか，前線の種類も含めて20字程度で答えよ。

【模範解答】

低気圧の北東側で、温暖前線の北側にある。

【解答のポイント】

・図４の降水域Aの範囲をしっかり図１に反映させること。

・低気圧との位置関係は、低気圧中心を基準にする。

・前線は、温暖前線の先が停滞前線になっているが、降水域に近い温暖前線で答える。

３６回 実技１ 問２（１）
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図3に見られる降水域Ａ付近の温度移流について秋田の風向を用いて40字程度で述べよ。

降水域

秋田付近の等温線
秋田の風

３６回 実技１ 問２（２）①
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【設問】

図3に見られる降水域Ａ付近の温度移流について秋田の風向を用いて40字程度で述べよ。

【模範解答】

南風が等温線を横切って暖気側から寒気側に吹いており、暖気移流の場となっている。

【解答のポイント】

・降水域には、暖湿空気の流入、上昇流の生成が関係する。

・秋田は、南風であり、等温線が東西に走っている。 従い、暖気側⇒寒気側に風が吹いており暖気移流が顕著である。

・「等温線を横切る」、もしくは、「等温線と大きな角度で交差する」 が、温度移流の裏付けになる。

３６回 実技１ 問２（２）①
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図7(下)の相当温位は，低気圧の閉塞期に見られる特徴的な分布を示している。低気圧の中心付近に着目して，その特
徴を65字程度で述べよ。

850hPa相当温位・風 24時間予想図 地上天気図

低気圧中心位置

333Kの
高相当温位域

330K以下の
低相当温位域

３６回 実技１ 問３（３）
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【設問】

図7(下)の相当温位は，低気圧の閉塞期に見られる特徴的な分布を示している。低気圧の中心付近に着目して，その特徴
を65字程度で述べよ。

【模範解答】

低気圧の中心に周囲から切離された高相当温位域があり、その南側から東側にかけて相対的に低い相当温位域が回り込ん
でいる。

【解答のポイント】

・閉塞期の特徴
・中心付近に暖気域(核)ができる
低気圧前面の暖気移流が、南～東に回り込んで流入してくる寒気とともに中心付近に入り込み、周囲より温かい領域を
形成する。

・乾燥気塊が中心付近に南東側から流入する
・500hPa強風軸の寒気側に低気圧中心が入る など

・図１から地上低気圧の中心を把握しておくこと。

・中心付近に着目との題意なので、中心付近だけ考察する。

３６回 実技１ 問３（３）
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・切離された高温位域。相対的に低い相当温位域が抽出できる。

・低気圧には、
中心付近が、暖気核か寒気核かの違いと、対称構造か非対称構造かの違いにより４種類に分類される。
一般的に、暖気核で対称構造なのが「台風」、「熱帯低気圧」で、寒気核で非対称構造なのが「温帯低気圧」である。

「台風」と「熱帯低気圧」は、海面からの水蒸気をエネルギー源としているが、「温帯低気圧」は、南北の気温差のエネルギー
により生成される。



③図9(下)において，北緯38度における850hPa～600hPaの層における風向の鉛直変化の特徴を25字程度で述べよ。
さらに，この風向変化はどのような温度移流を表しているかを答えよ。

④図9(下)において， 降水域Bに対応する緯度に見られる地上～500hPaの相当温位の鉛直分布の特徴を，相当温位
の値を示して，25字程度で述べよ。

⑤④で答えた相当温位の鉛直分布の特徴は何によってもたらされているかを簡潔に述べよ。

降水域Bに
対応する領域

38N

３６回 実技１ 問４（２）③～⑤
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降水域Bに
対応する領域

38N
850~600hPa



【設問】

③図9(下)において，北緯38度における850hPa～600hPaの層における風向の鉛直変化の特徴を25字程度で述べよ。さ
らに，この風向変化はどのような温度移流を表しているかを答えよ。

④図9(下)において， 降水域Bに対応する緯度に見られる地上～500hPaの相当温位の鉛直分布の特徴を，相当温位の
値を示して，25字程度で述べよ。

⑤④で答えた相当温位の鉛直分布の特徴は何によってもたらされているかを簡潔に述べよ。

【模範解答】

③高度が高くなるにつれて反時計回りに変化している。 寒気移流。
④345K前後の一様な高相当温位域になっている。
⑤対流活動

【解答のポイント】

・鉛直方向の風向の特徴 ⇒ 時計・反時計回り ⇒ 暖気・寒気移流
次ページ、地衡風と温度風の関係を参照

・相当温位の鉛直分布
降水域の鉛直分布である。図からは345K前後の相当温位が地上から500hPaまで一様に分布している。
これは対流活動によって空気が混合されている事を示す。

３６回 実技１ 問４（２）③～⑤
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【地衡風と温度風】

＜地衡風＞
風は、空気塊が何らかの力によって移動することである。 その力とは気圧の差である。 つまり風は、気圧傾度力によって気圧
の高い側から気圧の低い側へ吹く。 しかし地球が自転している事によって「コリオリの力」が同時に空気塊に働き、実際には等
圧線にほぼ平行に吹いている。 北半球では、気圧の高い方を右に見て地衡風が吹いている。

＜温度風＞
今、気温差のある地域を考えると下図のように同じ100hPaでも気温によって層厚が異なる(暖かいところの方が厚い)。

すると寒暖地域で同じ高度面を考えると、高度が高い方が気圧の差が大きくなる。(A面よりB面の方が気圧差が大きい)
と言うことは、高度が高くなると地衡風が強くなると言うことを意味している。
このように、温度の水平傾度により地衡風が高度とともに変化していることを「温度風の関係」と称する。

３６回 実技１ 問４（２）③～⑤

1000hPa面

900hPa面

800hPa面

700hPa面

寒 暖

A

B

32

今、低層の地衡風を 、高層の地衡風を で表し、理論的な「温度風」を と定義すると、

温度風は等温線に平行であり、高温側を右に見るように定義される。 左図では、下層から上層に向けて地衡風が時計回り
に変化しており、暖気側から寒気側に地衡風が吹いているので暖気移流となっている。右図はその逆で反時計回りに変化し
ており寒気移流を示している。

温度風は理論的な風であり、実際にそのような風が吹いているのではない。

寒

暖

等温線
寒

暖

等温線



図11から，前線が浜田を通過した時間帯を，1時間刻みの値で答えよ。また，そのように判断した根拠を二つ，合わせて
35字程度で答えよ。

３６回 実技１ 問５（１）
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浜田



【設問】

図11から，前線が浜田を通過した時間帯を，1時間刻みの値で答えよ。また，そのように判断した根拠を二つ，合わせて35
字程度で答えよ。

【模範解答】

12日2時～12日3時
風向が西南西から北へ変化し、気温と露点温度が共に約2℃下降した。

【解答のポイント】

・前線の通過 ⇒ 風向の変化、気温の変化

・図から、初期時刻(11日21時)～12時間後が対象になっているので地上天気図の初期時刻と12時間後を確認しておく。

・浜田の場所は把握しておく必要があるが、設問に「浜田(島根県)」とあるので松江近辺とわかる。（実際には松江の南西）。
従って、地上天気図から寒冷前線が通過したと解析できる。

・一般的に寒冷前線が通過すると風向は南西から北西に変化し、気温が低下する。
この設問の場合、風向の図があるのでそこから風向を読み取る。
露点温度の低下や下降した温度値まで言及すべきか不明。気温が下がれば露点温度も下がるのが普通であり、設問では
気温の値を示せとは言っていないため。

３６回 実技１ 問５（１）
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気温の値を示せとは言っていないため。



図8には850hPaにおける初期時刻の6℃の等温線を橙色の点線で，12時間後の6℃の等温線を橙色の実線で記入して
ある。これらの等温線と問1で答えた低気圧前面の風および②で答えた風の変化から，850hPaにおいて初期時刻から24時
間後にかけて予想される低気圧前面および後面の，風と温度場の変化について55字程度で述べよ。

図８に２４時間後の6℃の等温線を赤線で示した

24時間後

３６回 実技２ 問２（２）③
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【設問】

図8には850hPaにおける初期時刻の6℃の等温線を橙色の点線で，12時間後の6℃の等温線を橙色の実線で記入してあ
る。これらの等温線と問1で答えた低気圧前面の風および②で答えた風の変化から，850hPaにおいて初期時刻から24時間
後にかけて予想される低気圧前面および後面の，風と温度場の変化について55字程度で述べよ。

問１の解答抜粋
初期時刻で低気圧の前面では30～40ノットの強い南よりの風が吹いており，顕著な暖気移流となっている。一方，ボッ海か
ら黄海北部にかけては寒気移流が明瞭である。

②における風の変化の解答

【模範解答】

低気圧の前面では南よりの風による暖気の流入が強まり、後面では西南西～北西の風による寒気の流入が強まる。

３６回 実技２ 問２（２）③
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低気圧の前面では南よりの風による暖気の流入が強まり、後面では西南西～北西の風による寒気の流入が強まる。

【解答のポイント】

・風と温度場の変化 なので 風向・風速の変化、温度移流の変化を答える。

・問１の解答や、6℃の等温線の変化から、暖気と寒気の流入が顕著であり、②の解答も踏まえて強まっていることがわかる。

・前面の風向
②からは、１２時間後、２４時間後ともに南南東の風だが、問１の解答で南寄りと答えており、また図８からも南南東だけ
でないことがうかがえる。南南東の風と解答しても大きく点数は引かれないと思われる。

・後面の風向
②から、北西と西南西の風向が示されている。また図８からもこの風向の間にあることがわかる。

・風速
②から強まっていることがわかる。

・温度場
暖気移流と寒気移流を解答に盛り込む。
これは、低気圧の発達過程の典型的な状況を表している。



図9(上)と図10を用いて，500hPaで東経135度付近にある低気圧の，500hPa面と300hPa面における中心付近の温
度場の特徴を40字程度で述べよ。

凸状:周囲より気温が高い

凹状:周囲より気温が低い

３６回 実技２ 問３（２）
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-42℃の閉じた領域なので
周囲より気温が高い



【設問】

図9(上)と図10を用いて，500hPaで東経135度付近にある低気圧の，500hPa面と300hPa面における中心付近の温度
場の特徴を40字程度で述べよ。

【模範解答】

中心付近の気温は500hPaでは周囲より低いが、300hPaでは周囲より高い。

【解答のポイント】

・図９(上)（鉛直分布）だけでも解答できる。 図１０は補足的。
図１０は、線分Ａ－Ｂが低気圧の中心を通っていることを確認させるためのもの。

・「中心付近の温度場の特徴」 の設問は、周囲との気温比較である。
高い、低い、もしくは暖気核や寒気核の存在を答えることが多い。

・低気圧の構造を示唆する問題である。 低気圧中心の中層では気温が低く、上層では気温の高い領域（暖域、暖気核）
が存在する。

３６回 実技２ 問３（２）
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図9(上)の500hPa面以上の高度では，500hPaの低気圧の中心がある東経135 度付近の気温減率が東経140度付
近の気温減率よりも小さくなっており，400hPaより上の層ではさらに小さくなっている。低気圧上層でこのような気温減率が見
られるとき，対流圏界面はどのようになっているかを25字程度で述べよ。

等温線の間隔が広く
気温減率が小さい

等温線の間隔が狭く
気温減率が大きい

３６回 実技２ 問３（３）
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【設問】

図9(上)の500hPa面以上の高度では，500hPaの低気圧の中心がある東経135度付近の気温減率が東経140度付近
の気温減率よりも小さくなっており，400hPaより上の層ではさらに小さくなっている。低気圧上層でこのような気温減率が見られ
るとき，対流圏界面はどのようになっているかを25字程度で述べよ。

【模範解答】

低気圧の中心付近で圏界面の高度が低下している。

【解答のポイント】

・対流圏界面の状況を答える時は、「圏界面が垂れ下がっている」が定番の答えである。

・低気圧中心付近の方が気温減率が小さいと、周囲より気温が高い。そこに暖気核がある。

・暖気核があるとなぜ圏界面高度が下がるのか。

対流圏は、気温減率が 0.65℃/100m と、高度とともに気温が下がる層のこと。
また、対流圏界面は、気温減率が 0.2℃/100m またはそれ以下に下がり、その面から2km高い範囲内の全ての面で平
均減率が 0.2℃/100m を超えない層の最下面。

対流圏は、一様に気温が下がる層であるが、その上の成層圏は性質が異なり、気温が下がらず逆に気温が高度とともに上昇

３６回 実技２ 問３（３）
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対流圏は、一様に気温が下がる層であるが、その上の成層圏は性質が異なり、気温が下がらず逆に気温が高度とともに上昇
する傾向を見せる。 その境目が対流圏界面となる。

従って、通常の対流圏界面高度付近に暖気核があると、気温減率が小さくなり対流圏と呼べなくなり、同時に対流圏界面の
高度が下がることになる。

大気の気温変化の様子は次ページ参照。

暖気核 圏界面



３６回 実技２ 問３（３）
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図10において300hPaの暖気移流の大きい領域について，以下の問いに答えよ。
①暖気移流の大きい場所は地上低気圧の予想位置から見てどの方位にあるかを簡潔に述べよ。
②①で答えた場所で暖気移流が大きいと判断される根拠を，この図に示された3つの気象要素を使って25字程度で述べよ。

地上低気圧

暖気移流大

等温線と等高度線
の交差点

３６回 実技２ 問３（５）
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【設問】

図10において300hPaの暖気移流の大きい領域について，以下の問いに答えよ。
①暖気移流の大きい場所は地上低気圧の予想位置から見てどの方位にあるかを簡潔に述べよ。
②①で答えた場所で暖気移流が大きいと判断される根拠を，この図に示された3つの気象要素を使って25字程度で述べよ。

【模範解答】

①東～南東
②等温線と等高度線が大きな角度で交差し、風速が大きい。

【解答のポイント】

・300hPaの低気圧ではなく、地上低気圧からの位置を聞いているので注意。
地上低気圧位置は、２４時間地上天気図から求める。

・暖気移流は、発達期の低気圧ならば通常低気圧の前面（東側）である。

・300hPa予想図の３つの要素は、図の注記から「高度」、「気温」、「風速」なのでそれらを用いて解答する。

・等温線と等高度線の交差角が大きいほど温度移流が大きい。

・地衡風は、等高度線に対し、高度の高い（気圧の高い）方を右に見て平行に吹くので、等温線が大きな角度で交差し

３６回 実技２ 問３（５）
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・地衡風は、等高度線に対し、高度の高い（気圧の高い）方を右に見て平行に吹くので、等温線が大きな角度で交差し
ていると地衡風の風向に対して気温差が大きく移流が強い。
もし等温線が等高度線と平行だと地衡風の風向に対して温度変化がない事になり温度移流がないことになるため。



図12の12時間予想図(左下)では，低気圧の中心に近いＡ点よりも，低気圧の中心から遠いＢ点の方が，波高が高くな
ると予想されている。このように予想される理由を55字程度で述べよ。

波浪予想図(12H) 地上天気図(12H)

低気圧中心

３６回 実技２ 問５（１）
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【設問】

図12の12時間予想図(左下)では，低気圧の中心に近いＡ点よりも，低気圧の中心から遠いＢ点の方が，波高が高くなる
と予想されている。このように予想される理由を55字程度で述べよ。

【模範解答】

両点ともに初期時刻から１２時間後にかけて南東の風が続いているが、B点の方が吹送距離が⾧いため波高が高くなる。

【解答のポイント】

・波高が高い理由は、主に同方向からの風が継続し、吹送距離が⾧いこと。

・低気圧の位置と動きは、地上天気図で確認し、南東の風が継続することを言及すること。

・A点は陸から近く、海上を風が吹く距離が短いので波高への影響が小さい。

３６回 実技２ 問５（１）

45



12時間予想図および36時間予想図において，枠で囲った海域Cの風向と波向に関する以下の問いに答えよ。
①12時間予想図に見られる風向と波向の間の特徴的な関係を20字程度で述べよ。
②36時間予想図に見られる風向と波向の間の特徴的な関係を20字程度で述べよ。
③①で答えた状況が②で答えたように変化する要因を40字程度で述べよ。

波浪予想図(12H) 波浪予想図(36H)

３６回 実技２ 問５（２）

46



【設問】

12時間予想図および36時間予想図において，枠で囲った海域Cの風向と波向に関する以下の問いに答えよ。
①12時間予想図に見られる風向と波向の間の特徴的な関係を20字程度で述べよ。
②36時間予想図に見られる風向と波向の間の特徴的な関係を20字程度で述べよ。
③①で答えた状況が②で答えたように変化する要因を40字程度で述べよ。

【模範解答】

①風向と波向が大きな角度で交差している。
②風向と波向がほぼ同じになっている。
③風向が変化してから波が成⾧して波向と風向が同じになるには吹送時間が必要なため。

【解答のポイント】

・１２時間後と３６時間後の大きな違いは、波向と風向の向き。

・①②は、波向と風向の関係を見たままに記述する。

・③は、向きが揃うための要因を記述する。
風と波の向きが揃うには、同じ風向が⾧時間継続する必要がある。

・「うねり」があるとこの限りではない。

３６回 実技２ 問５（２）
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・「うねり」があるとこの限りではない。



図5では鹿児島から名瀬にかけて多数のセル状のエコーが広がっている。しかし，図6のこの領域では，鹿児島近傍では発雷
しているが名瀬では発雷していない。この理由を，逆転層の下端の高度(気圧)および気温に基づき，対流雲の発達の観点
から45字程度で述べよ。

逆転層
下端高度 下端気温

鹿児島 570hPa        -30℃
名瀬 720hPa        -12℃

多数のセル状エコー

３７回 実技１ 問２（３）

48

発雷



【設問】

図5では鹿児島から名瀬にかけて多数のセル状のエコーが広がっている。しかし，図6のこの領域では，鹿児島近傍では発雷し
ているが名瀬では発雷していない。この理由を，逆転層の下端の高度(気圧)および気温に基づき，対流雲の発達の観点から
45字程度で述べよ。

逆転層
下端高度 下端気温

鹿児島 570hPa        -30℃
名瀬 720hPa        -12℃

【模範解答】

名瀬では逆転層の高度が低く、雲の発達が抑えられ、雲頂温度が発雷するまで低下しないため。

【解答のポイント】

・名瀬で発雷しない理由を解答するので、解答文に鹿児島のことは書かなくてよい。

・逆転層は、絶対安定な状態曲線になるので、そこでは対流活動が必要な雲は発達できない。
従って、逆転層の下端が、雲頂高度になる。

・故に、雲頂が低く、気温も鹿児島より高い名瀬では、雲が発達せず発雷に至らない。

３７回 実技１ 問２（３）
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・故に、雲頂が低く、気温も鹿児島より高い名瀬では、雲が発達せず発雷に至らない。

・発雷には、雲頂温度が－２０℃以下が必要。



図7は31日9時(00UTC)の925hPa風・相当温位解析図である。925hPa面における山陰と山陽の相当温位の違いを15
字程度で述べよ。925hPa面における山陰と山陽の風向を答えよ。
この時刻の925hPa面における中国地方の山地での相当温位と風の分布の特徴を25字程度で述べよ。

高相当温位域

北西風

西風

３７回 実技１ 問３（５）
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中国地方の山地



【設問】

図7は31日9時(00UTC)の925hPa風・相当温位解析図である。925hPa面における山陰と山陽の相当温位の違いを15
字程度で述べよ。925hPa面における山陰と山陽の風向を答えよ。この時刻の925hPa面における中国地方の山地での相当
温位と風の分布の特徴を25字程度で述べよ。

【模範解答】

山陰の方が山陽より高い。
山陰:北西 山陽:西
相当温位の高い領域の縁にあたり、風が収束している。

【解答のポイント】

・中国地方の山地の地理的な目安をまずつける。

・相当温位の分布の特徴:高い領域、低い領域の状況、勾配の大小、など。

・風の分布の特徴:水平風なら収束と発散、風速の強弱、など。

・山地付近で特徴的なのは、282K以上の高相当温位域の境界があること、山地の南北で風向が異なること。

３７回 実技１ 問３（５）

51



図9に見られる850hPaの相当温位と風向の分布の特徴を山陰と九州北部を対比させて35字程度で述べよ。

高相当温位域

低相当温位域

北西風

３７回 実技１ 問４（２）

52

北西風



【設問】

図9に見られる850hPaの相当温位と風向の分布の特徴を山陰と九州北部を対比させて35字程度で述べよ。

【模範解答】

相当温位は、山陰で高く九州北部で低く、風向は共に北西である。

【解答のポイント】

・相当温位は、九州北部では低相当温位域が北西から入り込み、山陰では高相当温位域が東から入り込んでいる。

・風向は、共に北西。

・この設問は、山陰に大きな降水が予想されている要因を解明させている。

３７回 実技１ 問４（２）
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山陰と九州北部の大気の状態に，問4(2)で答えた差異および問4(3)で答えた850hPa気温の差が生じる要因を，二つの
地域の地理的条件に着目して55字程度で述べよ。

問4(2)の解答:850hPa相当温位:山陰で高く九州北部で低く、・・・・
問4(3)の解答:850hPa気温:山陰-8℃ 九州北部-12℃

九州北部 山陰

３７回 実技１ 問４（５）

54

700hPa湿数:9℃
850hPa気温:-12℃

700hPa湿数:3℃以下
850hPa気温:-8℃



【設問】

山陰と九州北部の大気の状態に，問4(2)で答えた差異および問4(3)で答えた850hPa気温の差が生じる要因を，二つの
地域の地理的条件に着目して55字程度で述べよ。

問4(2)の解答:850hPa相当温位:山陰で高く九州北部で低く、・・・・
問4(3)の解答:850hPa気温:山陰-8℃ 九州北部-12℃

【模範解答】

大陸から吹き出す乾燥した風が海上を吹走する距離が、山陰の方が九州北部より⾧いため、気団の変質が進む。

【解答のポイント】

・どのような差になっているかを正確に把握する。
気温、湿度ともに山陰の方が高い

・地理的条件に着目＝山地の影響、海岸線の向き、大陸との距離などが考えられる。

・日本海側沿岸で地理的条件と言えば、大陸との距離（海上距離の⾧さ）。

・吹走距離が⾧い＝海面から水蒸気の供給を受ける、気温があがる。＝「気団の変質」

３７回 実技１ 問３（５）
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・風向は共に北西風＝大陸から乾燥した寒気が吹き出している

・必須の文言は、「吹走距離」、「気団変質」



(5)図13を用いて，12時間後～24時間後の鳥取県沿岸の850hPa面での気温変化を15字程度で述べよ。
(6)12月31日9時～1月1日6時にかけて米子の地上の気温はほとんど変化しなかった。一方，米子の雪水比は、1.1-

>0.3に変化した。この要因を25字程度述べよ。

鳥取県沿岸部 鳥取県沿岸部

３７回 実技１ 問５（５）（６）
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850hPa気温:-9℃
850hPa気温:-6℃



【設問】

(5)図13を用いて，12時間後～24時間後の鳥取県沿岸の850hPa面での気温変化を15字程度で述べよ。
(6)12月31日9時～1月1日6時にかけて米子の地上の気温はほとんど変化しなかった。一方，米子の雪水比は、1.1->0.3

に変化した。この要因を25字程度述べよ。

【模範解答】

(5)-9℃から-6℃に昇温する。
(6)米子上空の気温が上昇し、湿った雪となるため。

【解答のポイント】

(5)
・850hPa高層図の等温線により判断する

(6)
・雪水比が小さくなる ＝ 雪がみぞれや雨に変化すること
上空(850hPa)の気温が上昇することによって雪の融解が進んだ。

・「湿った雪」は、定番の文言。

３７回 実技１ 問５（５）（６）
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図4(上)によると低気圧Aの中心は東経134度付近にある。図5を用いて400hPaより上と850hPa～600hPaのそれぞれに
ついて，低気圧中心の東西における風向をそれぞれ25字，15字程度で述べよ。

850～600hPa

400hPa以上

北北西

西

南より

南より

３７回 実技２ 問３（２）
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低気圧中心



【設問】

図4(上)によると低気圧Aの中心は東経134度付近にある。図5を用いて400hPaより上と850hPa～600hPaのそれぞれにつ
いて，低気圧中心の東西における風向をそれぞれ25字，15字程度で述べよ。

【模範解答】

400hPaより上 低気圧の西では西～北北西、低気圧の東では南寄り
850~600hPa 低気圧の東西共に南寄り

【解答のポイント】

・低気圧の中心位置を把握

・西と東に分けて記述する

・400hPa以上 西側:西～北北西
東側:南より ＝ 南南西～南南東

・850~600hPa 南より ＝ 南南西～南南東

３７回 実技２ 問３（２）
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・～寄り の文言は、東西南北のみに使用可能。



問3(2)の解答から，低気圧Aの中心付近の上層(400hPaより上)と下層(850hPa～600hPa)での風の循環場の違いを
35字程度で述べよ。

850～600hPa

400hPa以上

３７回 実技２ 問３（３）

60

低気圧中心



【設問】

問3(2)の解答から，低気圧Aの中心付近の上層(400hPaより上)と下層(850hPa～600hPa)での風の循環場の違いを
35字程度で述べよ。

【模範解答】

上層では低気圧性循環が明瞭だが、下層では循環は見られない。

【解答のポイント】

・風の循環場 ⇒ 低気圧性、高気圧性の循環があるかないか。

・134E を中心に、上層では反時計回りの低気圧性循環が見られる。

３７回 実技２ 問３（２）
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図7によると低気圧Aの中心がある中国地方よりもその南東側にあたる紀伊半島～紀伊半島沖で強い降水が観測されてい
る。この降水域をRとするとき，図2と図8を用いて，降水域R付近の大気の状態に関する以下の問いに答えよ。

①図2の破線で囲んだ領域における明域と暗域の分布の特徴を，降水域Rに関連付けて35字程度で述べよ。

３７回 実技２ 問４（３）①
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【設問】

図7によると低気圧Aの中心がある中国地方よりもその南東側にあたる紀伊半島～紀伊半島沖で強い降水が観測されている。
この降水域をRとするとき，図2と図8を用いて，降水域R付近の大気の状態に関する以下の問いに答えよ。

①図2の破線で囲んだ領域における明域と暗域の分布の特徴を，降水域Rに関連付けて35字程度で述べよ。

【模範解答】

降水域Ｒに明域が、その西に暗域があり、両者の境界が明瞭である。

【解答のポイント】

・問題文では図２と図８を用いてとなっているが、この①の設問では、図２と図７を利用して解答する。図８は②以降の問題
で利用するので惑わされないよう注意が必要。

・明域と暗域がどうなっているかを見て、降水域Ｒがどう対応しているかを記述する。

・これは、明域(高層・中層に水蒸気多)に降水域がある事を明示している。

３７回 実技２ 問４（３）①
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図7によると低気圧Aの中心がある中国地方よりもその南東側にあたる紀伊半島～紀伊半島沖で強い降水が観測されてい
る。この降水域をRとするとき，図2と図8を用いて，降水域R付近の大気の状態に関する以下の問いに答えよ。

②図8(上)を用いて，降水域Rの西にあたる室戸岬～紀伊水道の南の海上における400hPa面の風と相当温位分布の特
徴を，相当温位の値を付し低気圧Aの循環と関連づけて40字程度で述べよ。

降水域Ｒ

342K
等相当温位線

低気圧正循環

３７回 実技２ 問４（３）②

342K
等相当温位線

64

室戸岬と紀伊水道
の南の海上



【設問】

図7によると低気圧Aの中心がある中国地方よりもその南東側にあたる紀伊半島～紀伊半島沖で強い降水が観測されている。
この降水域をRとするとき，図2と図8を用いて，降水域R付近の大気の状態に関する以下の問いに答えよ。

②降水域Rの西にあたる室戸岬～紀伊水道の南の海上における400hPa面の風と相当温位分布の特徴を，相当温位の値
を付し低気圧Aの循環と関連づけて40字程度で述べよ。

【模範解答】

相当温位342K以下の空気が低気圧性循環の一部である南西の風により流入している。

【解答のポイント】

・指定された海上での 「風」 と 「相当温位分布」 の特徴を解答する

・風と相当温位分布の特徴という設問では、どのような相当温位の空気がどのような風で流入しているのかを考察する

・風
南西の風
低気圧性循環の一部

・相当温位分布

３７回 実技２ 問４（３）②
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・相当温位分布
342K以下の相当温位の領域

・風の特徴
まず、風向や風速に留意する
風向は概ね南西。風速は指定水域の北の方がやや強い（字数から風速は省いてもよい）
題意で、低気圧Aの循環と関連付けてとあるので解答に含める

・相当温位分布の特徴
分布の特徴は通常高い領域、低い領域を説明するが、指定水域では、342Kに比較して全般に低い

・指定された海上の領域をあまり大きく見ない事。図の点線の四角の領域内で考察する。大きく見ると345Kのラインも気になっ
てしまうため。

・因みに、指定された海上の東側（降水域Ｒの海上）には345Kの相当温位（周囲に比較して高い）の空気が流入。



図7によると低気圧Aの中心がある中国地方よりもその南東側にあたる紀伊半島～紀伊半島沖で強い降水が観測されてい
る。この降水域をRとするとき，図2と図8を用いて，降水域R付近の大気の状態に関する以下の問いに答えよ。

③図8(下)を用いて，降水域R付近の海上における850hPa面の風と相当温位の分布の特徴を，相当温位の値を付して
30字程度で述べよ。

降水域Ｒ

342K
等相当温位線

３７回 実技２ 問４（３）③

66

降水域Ｒ付近の海上



【設問】

図7によると低気圧Aの中心がある中国地方よりもその南東側にあたる紀伊半島～紀伊半島沖で強い降水が観測されている。
この降水域をRとするとき，図2と図8を用いて，降水域R付近の大気の状態に関する以下の問いに答えよ。

③図8(下)を用いて，降水域R付近の海上における850hPa面の風と相当温位の分布の特徴を，相当温位の値を付して30
字程度で述べよ。

【模範解答】

相当温位342K以上の空気が南東の風により流入している。

【解答のポイント】

・ここでも四角い点線の枠内で、降水域付近だけに注目すること。

・降水域が生成されているので高相当温位の空気が流入しているであろう事が想像できる。

・②と③によって、降水域では相当温位が高く、その東側の降水の弱い、若しくは無降水の領域では相当温位が低いという
事を示唆している。

・一般的に345Kを境として、高いと暖湿（水蒸気の多い空気）、低いと相対的に乾燥した空気である。

３７回 実技２ 問４（３）③
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図7を用いて以下の問いに答えよ。
西日本において850hPa面の前線の南側と北側の風向と風速を比較し，その違いを45字程度で述べよ。

850hPa面前線

北側

南側

西
西南西

北西
西

３８回 実技１ 問３（２）②
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西
西南西



【設問】

西日本において850hPa面の前線の南側と北側の風向と風速を比較し，その違いを45字程度で述べよ。

【模範解答】

風向は前線の南側では西～西南西，北側では西～北西で，風速は前線の南側の方が北側より大きい。

【解答のポイント】

・前線の南北と西日本をキーワードにしてその領域を明確にすること。

・850hPa面の前線は、等相当温位線の集中帯の南縁。 地上前線位置ではないので注意。

・風向は、その各々の領域内で卓越している風向を選択する。

・この設問では「西寄り」は使わない方がよい。「西寄り」は、北西～南西までにばらついている場合で、南側は北西側がなく、
北側は、南西側がないため。

・風速は、見た通りに南側の方が大きい（強い）。 風速は、数値で表現されるので「大きい」、「小さい」の表現がよい。

３８回 実技１ 問３（２）②
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図7を用いて，東日本日本海側、西日本日本海側、西日本太平洋側で雨量が多くなると予想される
理由を45字程度で述べよ。

345Kの等値線

西北西

西南西

３８回 実技１ 問３（４）
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【設問】

図7を用いて，東日本日本海側、西日本日本海側、西日本太平洋側で雨量が多くなると予想される理由を45字程度で
述べよ。

【模範解答】

前線の南側に相当温位の特に高い湿った空気があり，前線をはさむ風のシアにより収束が強いため。

【解答のポイント】

・降水が多い理由
一般的に、暖湿な空気が流入している。風の収束があり、上昇流が強化される。山地により上昇流が強化される。 など

・前線（等相当温位線の集中帯の南縁）の南側に345K以上の高相当温位域が存在している。

・前線の北側で「西北西」、南側で「西南西」の風になっており、収束が発生している。

・この設問の前段で、前線を挟んで風が収束していることを解析させている。

３８回 実技１ 問３（４）
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図9の九州の強い降水域における大気の成層状態に関して以下の問いに答えよ。
図11を用いて，下層ほど相当温位が高い鉛直分布の特徴は，大気のどのような特徴を表しているか
を850hPaと500hPaの湿数の値を使って45字程度で述べよ。

強い降水域

３８回 実技１ 問４（２）②
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強い降水域



【設問】

図9の九州の強い降水域における大気の成層状態に関して以下の問いに答えよ。
図11を用いて，下層ほど相当温位が高い鉛直分布の特徴は，大気のどのような特徴を表しているかを850hPaと500hPaの
湿数の値を使って45字程度で述べよ。

【模範解答】

850hPaでは湿数３℃以下で湿っているが，500hPaでは湿数12℃で乾燥している。

【解答のポイント】

・この設問では、下層ほど相当温位が高いのは何故か を聞いているのではない。
相当温位が高いということは、大気がどのような状態かを答えればよい。

・湿数の鉛直分布の図に対して強い降水域(33Nと若干南側)を的確に把握すること。

・850hPaと500hPaのその領域の湿数を読む。

・「大気のどのような特徴」という題意なので、相当温位との関係から、湿潤、乾燥の文言は必須。
相当温位が高いほど空気は湿っている。これは複雑な導出式で考えるよりエマグラムで考えるとわかりやすい。
次ページを参照ください。

３８回 実技１ 問４（２）②
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３８回 実技１ 問４（２）②

P

乾燥ライン
湿潤ライン
混合ライン

空気塊

持上凝結点

74

θe1
1,000
hPa

露点温度 相当温位

混合比０ライン

θe2Td1 Td2

・今、ふたつの空気塊 １と２が同一の気圧P、気温Tであるとし、一方の露天温度をTd1、他方をTd2とする。

・Td1＜Td2なので、空気塊２の方が湿数が低い。（湿っている）

・このふたつの空気塊を断熱上昇させると、空気塊２の方が先に飽和して持上凝結点に達し、更に持ち上げると
湿潤ライン上を移動し、完全に乾燥する。（混合比０ラインに達する） 空気塊１が後から飽和するが、完全
に乾燥する高度は空気塊２より低くなる。

・両者をそこから断熱圧縮して1000hPaまで乾燥ラインで下げてくると相当温位 θe1、θe2 となる。
つまり、θe1＜θe2 となる。

・以上から、湿数が小さく湿っている方が相当温位は高くなる。

・同一気圧、温度でも相当温位は湿度によって異なることになり、相当温位を見れば空気塊の湿り具合を把握
できるようになる。

T



強い降水域で降水が始まる前の大気の鉛直構造は図13と同様であったと仮定して，逆転層下端の相当
温位338K、上端330Kであることと、DEー＞D’E’で安定度が小さくなること、および図12から，強い降水
がもたらされた理由を対流雲の発達過程を考察して60字程度で述べよ。

強い降水域

上昇流域

３８回 実技１ 問４（３）⑤
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【設問】

強い降水域で降水が始まる前の大気の鉛直構造は図13と同様であったと仮定して，逆転層下端の相当温位338K、上端
330Kであることと、DEー＞D’E’で安定度が小さくなること、および図12から，強い降水がもたらされた理由を対流雲の発達過
程を考察して60字程度で述べよ。

【模範解答】

対流不安定な気層が上昇することで安定度が小さくなり，それまで安定層で抑えられていた雲頂が高くなって対流雲が発達し
たため。

【解答のポイント】

・降水過程の典型的な形である。

・降雨前の状態が図13なので、DEの安定層があり、それより下の湿潤層の雲はこれより上に発達することができない。

・安定層は、上層より下層の気温が低い。従って空気の上下の対流が起こらない気層。
逆の場合は、上層の気温の低い気塊は下降しようとし、下層の気温の高い気塊は上昇しようとするため対流が生起される。

・題意からDE層は、下端の方が高相当温位で湿っている。
このような気層が強制的に持上げられると状態曲線が次第に立ってきて静的不安定領域になる。

３８回 実技１ 問４（３）⑤
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・図12を見ると上昇流域になっているので、強制的に上昇させられてD’E’まで持上げられる。すると安定度が小さくなり、抑えら
れていた雲頂が上層にまで伸びる事が可能となり、積乱雲が発達して強い降水をもたらすようになる。



D

乾燥ライン
湿潤ライン
混合ライン

３８回 実技１ 問４（３）⑤

E

D’

E’

状態曲線(静的安定)

状態曲線が不安定領域へ変化する

高度Dの気塊はEより
高度Dの気塊が
先に飽和する

1

2

1

2
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1,000
hPa

・今、ふたつの空気塊 １と２が、上図のように逆転層（安定層）の下端と上端とし、下端の方が湿数が低く
湿っているものとする。（ は、各々の露点温度）

・この層(DE)を強制的に(D’E’)まで持上げた場合を考える。

・両気塊ともに、乾燥ラインに沿って上昇するが、湿っている気塊1の方が先に飽和し、湿潤ラインに乗り換えて上
昇を続ける。その後気塊2も飽和し湿潤ラインに乗り換えるが、高度D’E’に達した時には気塊1,2の気温差は
逆転して静的不安定な状態になる。

・このように、断熱上昇することにより安定度が小さくなる気層を対流不安定な気層と称する。

高度Dの気塊はEより
湿数が低く湿っている

先に飽和する



図2において台風の中心付近とその周りに見られる雲域の分布の特徴を，雲の種類も含めて35字程度で述べよ。

３８回 実技２ 問２（１）②
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【設問】

図2において台風の中心付近とその周りに見られる雲域の分布の特徴を，雲の種類も含めて35字程度で述べよ。

【模範解答】

中心に明瞭な眼があり，その周りに積乱雲から成る円形状の雲域がある。

【解答のポイント】

・台風の雲域の特徴
眼の状況、雲域の形、雲域の厚さと粗密などを答える。

・「明瞭な眼」、「眼が不明瞭」などの表現がある。

・雲域の形状は、「円形」、「三日月状」、「馬蹄形」、「コンマ状」などがある。

・この設問の場合、最大風速から「非常に強い」階級なので、「明瞭な眼」、「円形状」は必須。

・台風が強いほど
＜衛星画像＞
・眼が明瞭になる （低気圧性循環が強く、遠心力により中心に雲が生成できない）
・綺麗な円形の積乱雲の雲域を形成する

３８回 実技２ 問２（１）②
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・綺麗な円形の積乱雲の雲域を形成する
・雲頂が高く、雲の厚さが厚い領域が広く分布する

＜地上天気図＞
・ほぼ円形で間隔の狭い等圧線が形成される



図3によると本州では南西風が吹いている。この南西風をもたらす高度場を形成している要因について30字程度で述べよ。

本州の南西風

トラフ

トラフによる地衡風

H

高気圧から吹き出す風

３８回 実技２ 問２（１）⑥
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【設問】

図3によると本州では南西風が吹いている。この南西風をもたらす高度場を形成している要因について30字程度で述べよ。

【模範解答】

本州の西方にトラフがあり，東方に太平洋高気圧がある。

【解答のポイント】

・南西風をもたらす高度場
南西の風が吹くための気圧の配置状況のこと

・形成している要因
そのような高度が形成される要因

・強い風が吹く要因を答えさせる問題は、２つの気象要素が影響していることが多い。

・この設問の場合、300hPa面を対象にしているので、強風軸(地衡風)はそのひとつになる。

・もうひとつは、この天気図には明示されていないが、等高度線から日本の遥か東海上に高気圧があることが推測できる。これか
ら吹き出す風が強風軸の風と合流して本州で南西の強風になっている。

３８回 実技２ 問２（１）⑥
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図8の渦度の予想によると，台風は今後も北東に進み,加速すると予想される。図7と図8の500hPaの5700m～5760m
付近の渦度分布に着目して，台風が加速する理由を40字程度で述べよ

初期

12H

5700m

5760m

5700m

5760m

渦度０線

３８回 実技２ 問３（１）②
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24H

5760m

5700m

5760m



【設問】

図8の渦度の予想によると，台風は今後も北東に進み,加速すると予想される。図7と図8の500hPaの5700m～5760m
付近の渦度分布に着目して，台風が加速する理由を40字程度で述べよ

【模範解答】

渦度の０線に対応する強風軸が，台風の西側で台風とほぼ同じ緯度まで南下するため。

【解答のポイント】

・渦度分布に着目
⇒ 正渦度、負渦度の極大値(域)や渦度の移流、また渦度０線などが着目点になる。

・この設問では、台風の加速の要因を訊いている。
⇒ 加速する要因は、強風軸への接近が主な要因

・従って、渦度０線（強風軸）に着目する。

・題意にある 5700m~5760m にある渦度０線を考察する。 これがこの問題のミソ。

・台風の西側で次第に南下している様子が確認できる。

３８回 実技２ 問３（１）②
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・この設問では、台風の中心が、強風軸を跨いで南から北側の正渦度域に移動する様子が確認できる。



12時間後から36時間後にかけて，台風の中心と前線の相対的な位置はどのように変化するかを40字程度で述べよ。またそ
れに伴って台風中心以北で前線に対応する相当温位の分布がどのように変化するかを簡潔に答えよ。

１２Ｈ

２４Ｈ

850hPa前線の位置

３８回 実技２ 問３（２）③

850hPa台風中心の位置
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３６Ｈ



図10は台風48時間進路予想図である。これを用いて以下の問いに答えよ。
伊勢湾(位置を図11に示す)で最も潮位が高くなると予想されるのは，台風が以下のア～ウのどのコース
を進む場合かを記号で答えよ。また，そのように判断した理由を記号ア～ウを用いて35字程度で述べよ。

ア 予報円の中心を進むコース
イ 予報円内の進行方向の最も右寄りを進むコース
ウ 予報円内の進行方向の最も左寄りを進むコース

３８回 実技２ 問４（２）

ア

イ

ウ
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【設問】

図10は台風48時間進路予想図である。これを用いて以下の問いに答えよ。
伊勢湾(位置を図11に示す)で最も潮位が高くなると予想されるのは，台風が以下のア～ウのどのコースを進む場合かを記号で
答えよ。また，そのように判断した理由を記号ア～ウを用いて35字程度で述べよ。
ア 予報円の中心を進むコース
イ 予報円内の進行方向の最も右寄りを進むコース
ウ 予報円内の進行方向の最も左寄りを進むコース

【模範解答】

コース:ウ
理由:吸い上げ効果はア，ウがイより大きく，吹き寄せ効果はウが最も大きいため。

【解答のポイント】

・「吹き寄せ効果」、「吸い上げ効果」の文言は必須。

・伊勢湾に対して、「ア」と「ウ」は、「イ」に対して、より台風中心が近傍を通るため気圧低下による吸い上げ効果が大きい。

・伊勢湾に対して、「ア」は、陸⇒海の風、「ウ」は、海⇒陸の風。 従って「ウ」の吹き寄せ効果の方が大きい。

従って、「ウ」が最も潮位変動が大きい。

３８回 実技２ 問４（２）
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従って、「ウ」が最も潮位変動が大きい。



表1を用いて以下の問いに答えよ。
浜松で海面気圧が最低になった時刻からおよそ1時間後にかけて，風速と風向が大きく変化した。そのように変化した理由を
30字程度で述べよ。

最低気圧

風速:一旦弱まり、また強くなる
風向:南よりから西に変化する

３８回 実技２ 問５（２）③
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【設問】

表1を用いて以下の問いに答えよ。
浜松で海面気圧が最低になった時刻からおよそ1時間後にかけて，風速と風向が大きく変化した。そのように変化した理由を
30字程度で述べよ。

【模範解答】

台風の眼が通過した後，吹き返しの強い風が吹き始めたため

【解答のポイント】

・海面気圧が最低になった時刻 ＝ 台風の中心（眼）が接近

・眼が通過する事によって、一旦風が弱まった後に逆方向からの風が強まる。この強まった風を「吹返しの風」と称する。

３８回 実技２ 問５（２）③
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図5(上)の館野の状態曲線に見られる気温と露点温度の鉛直分布の特徴を，前線と関連づけてそれぞれ25字と30字程
度で述べよ。ただし，気温については気圧値を示して述べよ。

逆転層

３８再 実技１ 問３（１）
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【設問】

図5(上)の館野の状態曲線に見られる気温と露点温度の鉛直分布の特徴を，前線と関連づけてそれぞれ25字と30字程度
で述べよ。ただし，気温については気圧値を示して述べよ。

【模範解答】

気温:800～770hPa間に前線性の逆転層がある。
露点温度:前線面およびその上下層とも気温とほぼ同じで飽和している。

【解答のポイント】

・状態曲線図によれば、ほぼ全層に亘って湿っている。特徴的なのは逆転層が存在すること。

・前線と関連付けてという題意なので、逆転層は、前線面(転移層)である。

・気温の鉛直分布の特徴は、高度とともに気温が下がるのは当然で、特徴ではない。特別な状況は、逆転層であるのでそれを
指摘すればよい。逆転層がどこにあるかを明確にするために気圧値で特定する。気温そのものの値に言及する必要はない。

・露点温度の鉛直分布の特徴は、見たとおり、全層に亘り気温とほぼ同温度で飽和状態にある。

３８再 実技１ 問３（１）
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図4およびショワルターの安定指数(館野10℃、浜松3℃)を用いて，両地点における大気の鉛直安定度を考慮し，両地点
周辺の雨の降り方の違いを30字程度で述べよ。

３８再 実技１ 問３（４）
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【設問】

図4およびショワルターの安定指数(館野10℃、浜松3℃)を用いて，両地点における大気の鉛直安定度を考慮し，両地点
周辺の雨の降り方の違いを30字程度で述べよ。

【模範解答】

浜松の方が館野よりも鉛直安定度が小さく，降水強度が強い。

【解答のポイント】

・（３）の問題で両地点のSSIを求めることになっており、（３）でミスするとこの問題も正答できない。
図４から明らかに浜松の方が降水が強いことを把握してSSIを求める必要がある。

・SSIが小さい浜松の降水が強いのは自明だが、題意では「鉛直安定度」の文言を使っているので解答はSSIではなく「鉛直安
定度」を使ったほうがよい。

３８再 実技１ 問３（４）
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図6(下)で東経140°から150°における850hPaの前線の北側と南側の風向と風速の特徴を対比的に35字程度で述べよ。

大まかな
850ｈPa前線の

位置140E 150E

３８再 実技１ 問４（２）
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【設問】

図6(下)で東経140°から150°における850hPaの前線の北側と南側の風向と風速の特徴を対比的に35字程度で述べよ。

【模範解答】

前線の南側では南より，北側では北東の風で，風速は南側の方が大きい。

【解答のポイント】

・図から850hPa面の前線は、等温線集中帯の南縁を解析する。

・E140~150の範囲にある矢旗に注目
南側では、４点が南と南南西、１点が南東
北側は、１点で北東

・「南より」は、南西～南東にバラついている場合に使用する。
南側は１点だけ南東があるので「南より」の文言を使用していると思われる。

・風速は、矢羽から明らかに南の方が大きい。
風速は、数値なので強弱ではなく大小を用いるのがよいと思われる。

風が強い。風が弱い。

３８再 実技１ 問４（２）
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風が強い。風が弱い。
風速が大きい。風速が小さい。



図8で予想されている台風の進む方向および速さについて，図7を用いて台風自身が作り出している場を除外した一般場を
考察して50字程度で述べよ。

一般流の速い所

３８再 実技１ 問４（３）
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【設問】

図8で予想されている台風の進む方向および速さについて，図7を用いて台風自身が作り出している場を除外した一般場を考
察して50字程度で述べよ。

【模範解答】

台風は，概ね一般場の等高度線に沿って北東に進み，次第に一般流の速い所に進むため速度が速まる。

【解答のポイント】

・台風の進路予想図から、「速度が速まる」、「北東方向へ進む」ことをまず把握する。

・速度が速まることと進む方向は、主に強風軸に接近することが要因である。模範解答では「強風軸」の文言がないが、一般場
を強風軸を含んだ概念として捉えているように思える。

・故に、一般高度場の「等高度線」に沿って進み、等高度線が密な一般流の速い所へ進むとしている。
その速い流れの部分は、渦度０ラインに相当している。

３８再 実技１ 問４（３）
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(4)図4と図9から，関東地方南部での雨の降り方の特徴を30字程度で述べよ。
(5)この雨の降り方の特徴から，急傾斜地で防災上，警戒すべき事項を40字程度で述べよ。

前線に伴う降雨帯

３８再 実技１ 問５（４）（５）
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台風本体の降雨帯



【設問】

(4)図4と図9から，関東地方南部での雨の降り方の特徴を30字程度で述べよ。
(5)この雨の降り方の特徴から，急傾斜地で防災上，警戒すべき事項を40字程度で述べよ。

【模範解答】

(4)前線に伴う降雨が続いた後に，台風本体に伴う強い雨が加わる。
(5)雨が止んだり，弱まっても，地盤が緩んでおり，土砂災害に対する警戒が必要である。

【解答のポイント】

・初期時刻の地上天気図から、台風が前線を伴っていることを把握しておく。

・ここの設問では、関東地方に⾧時間にわたって降水が続くことを理解させようとしている。
＝＞この雨の降り方の特徴

・急傾斜地とくれば、がけ崩れなどの土砂災害である。
⾧時間雨が継続することから、土壌雨量指数が跳ね上がることが予想され、その場合の注意内容を解答する。

３８再 実技１ 問５（４）（５）
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4日9時(00UTC)に東シナ海にある低気圧は，初期時刻から12時間後にかけての期間と，12時間後から24時間後にか
けての期間を比べると，発達程度に大きな差異がある。それぞれの期間における低気圧の発達の差異に対応する下層の場
の特徴について，図2(下)と図4を用いて45字程度で述べよ。

850hPa気温・風、700hPa鉛直流

初期 図２(下)

12H 図４

地上低気圧位置

３８再 実技２ 問２（２）
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24H 図４



【設問】

4日9時(00UTC)に東シナ海にある低気圧は，初期時刻から12時間後にかけての期間と，12時間後から24時間後にかけ
ての期間を比べると，発達程度に大きな差異がある。それぞれの期間における低気圧の発達の差異に対応する下層の場の特
徴について，図2(下)と図4を用いて45字程度で述べよ。

【模範解答】

12時間後以降の方が，低気圧前面の暖気移流と上昇流および後面の寒気移流と下降流が強い。

【解答のポイント】

・低気圧の中心気圧を、図１(初期時刻)、図３(12H,24H)により把握する。
初～12Hの気圧低下 -12hPa
12H~24Hの気圧低下 -20hPa から後者の方が発達している事を把握する。

・下層の場の特徴は、参照する図から850hPaの気温・風と700hPaの鉛直流である。

・発達する要因は、温度移流と鉛直流の強化。極端に言えば図を見なくても解答は書ける。

・検証するために24Hの図を参照すると、等温線の曲率が大きくなり温度移流が強い。
また、鉛直流も強化されている。
前面上昇流 -14 -> -174

３８再 実技２ 問２（２）
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前面上昇流 -14 -> -174
後面下降流 +10~20 -> +50~60



図3をもとに，4日21時(12UTC)から5日9時(00UTC)にかけての東北地方太平洋側の沿岸部で防災
上警戒すべき現象について以下の問いに答えよ。
①5日9時(00UTC)の時点で海岸での高波に対する警戒が特に必要なのは，低気圧の中心の北側か
南側か答えよ。また，その根拠を45字程度で述べよ。

②①で答えた領域で，大雨，暴風，高波以外に警戒すべき現象を一つ答えよ。また，その根拠を40字
程度で述べよ。

4日21時

5日9時

３８再 実技２ 問２（３）
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模範解答:①北側
暴風が北側では海から陸に向かって吹き，陸から海に向かって吹く南側より波高が
高くなるため。

②高潮
気圧の低下による吸い上げ効果と，暴風による吹き寄せ効果が予想されるため。

＜ポイント＞
・吸い上げと吹き寄せ効果に関する典型的な設問である。
・低気圧性循環によって、北側では海⇒陸、南側では陸⇒海の風となるため。



【設問】

図3をもとに，4日21時(12UTC)から5日9時(00UTC)にかけての東北地方太平洋側の沿岸部で防災上警戒すべき現象に
ついて以下の問いに答えよ。
①5日9時(00UTC)の時点で海岸での高波に対する警戒が特に必要なのは，低気圧の中心の北側か南側か答えよ。また，

その根拠を45字程度で述べよ。
②①で答えた領域で，大雨，暴風，高波以外に警戒すべき現象を一つ答えよ。また，その根拠を40字程度で述べよ。

【模範解答】

①北側
暴風が北側では海から陸に向かって吹き，陸から海に向かって吹く南側より波高が高くなるため。

②高潮
気圧の低下による吸い上げ効果と，暴風による吹き寄せ効果が予想されるため。

【解答のポイント】

・題意によって「東北地方太平洋側沿岸部」との領域指定がある。
沿岸部で予想される警戒事項は、「高波、高潮」と予測してもよい。

・「吹き寄せ効果」は、風が海から陸に向かって吹く時で、特に湾の奥部分への効果が大きい。
低気圧の位置と低気圧性循環を考慮し、北側では海⇒陸、南側では陸⇒海の風となるため北側の方が警戒が必要。

３８再 実技２ 問２（３）
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・沿岸部で「高波」以外の警戒事項は、「高潮」である。
「高潮」では、必ずと言ってよいほど「吸い上げ効果」が引き合いにだされる。



図7をもとに，静岡における850hPa面の温暖前線と寒冷前線の予想通過時間帯を答えよ。また，その根
拠とした850hPa面における気象要素の変化についてそれぞれ30字程度で述べよ。

３８再 実技２ 問４（１）
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【設問】

図7をもとに，静岡における850hPa面の温暖前線と寒冷前線の予想通過時間帯を答えよ。また，その根拠とした850hPa
面における気象要素の変化についてそれぞれ30字程度で述べよ。

【模範解答】

温暖前線:4日21時~24時 寒冷前線:5日6時~9時
温暖前線:風向が南南東から南西に変化し，気温の上昇量が大きくなる。
寒冷前線:風向が南西から西に変化し，気温が下降し，湿数が増大する。

【解答のポイント】

・前線通過に伴う気象要素の一般的な変化の問題。
低気圧と前線の一般的な傾向を把握しておく。

寒気

北東の風

３８再 実技２ 問４（１）

104

・温暖前線の通過:低気圧の暖域に入るので気温が最も上昇する。風は南西方向になる。

・寒冷前線の通過:気温が低下し、乾燥してくる。風は西から北西に変化する。

暖域

南西～南の風

西～北西の風



①関東地方北部における気圧分布の特徴を簡潔に答えよ。
②この時刻の850hPa面の解析では，①で解答した関東地方北部の気圧分布に対応する特徴的な高度分布はみられな
かった。また，関東地方は沿岸部を除き気温が低い。これらの状況から，①の関東地方北部の気圧場の特徴をもたらした
要因を簡潔に答えよ。

③②の解答を踏まえて，東京で弱い北よりの風が吹いて気温が低い要因を30字程度で述べよ。

990hPa

高圧部

３８再 実技２ 問５（２）
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【設問】

①関東地方北部における気圧分布の特徴を簡潔に答えよ。
②この時刻の850hPa面の解析では，①で解答した関東地方北部の気圧分布に対応する特徴的な高度分布はみられな
かった。また，関東地方は沿岸部を除き気温が低い。これらの状況から，①の関東地方北部の気圧場の特徴をもたらした要
因を簡潔に答えよ。

③②の解答を踏まえて，東京で弱い北よりの風が吹いて気温が低い要因を30字程度で述べよ。

【模範解答】

①高圧部になっている。
②背の低い冷気の滞留
③関東地方北部の高圧部から冷たい空気が流れてきたため

【解答のポイント】

・関東地方の局地図が出題された場合は、内陸平野部に発生するメソ高気圧を解析することが多い。

・内陸平野部の高気圧は、概ね冷気滞留での重い気塊による気圧の上昇。

・当該図（地上気圧図）の関東北部には、990hPaの等圧線が低気圧側に入り込み、周囲より高圧な領域がみられる。

・850hPaの解析では特別な気圧分布がないと言っているので、背の低い（約1500m以下）冷気である。

３８再 実技２ 問５（２）
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・850hPaの解析では特別な気圧分布がないと言っているので、背の低い（約1500m以下）冷気である。

・冷たい高圧部から流出する風により、弱い北寄りの風が吹き、気温が低くなっている。

・関東地方の解析の問題は、この類のパターンが多い。



八丈島における温暖前線の通過に関する以下の問いに答えよ。
①八丈島を温暖前線が通過した時間帯を1時間刻みの値で答えよ。また，そのように判断した風速値以外の根拠を二つ，
合わせて35字程度で述べよ。

②温暖前線の通過に伴う八丈島の風速の変化と，その変化をもたらした要因を図1の温暖前線の北側と南側を比較して
30字程度で述べよ。

温暖前線の通過
風向が南西になる

北側

３９回 実技１ 問２（１）
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温暖前線の通過
上昇量が最も大きい

南側



【設問】

八丈島における温暖前線の通過に関する以下の問いに答えよ。
①八丈島を温暖前線が通過した時間帯を1時間刻みの値で答えよ。また，そのように判断した風速値以外の根拠を二つ，合

わせて35字程度で述べよ。
②温暖前線の通過に伴う八丈島の風速の変化と，その変化をもたらした要因を図1の温暖前線の北側と南側を比較して30

字程度で述べよ。

【模範解答】

①時間帯:3日 6 時 ～ 3日 7 時
風向が東から南西に変化し，前後の時間に比べて気温の上昇量が大きい。

②南側の方が気圧の傾きが小さいため，前線通過後に風が弱まった。

【解答のポイント】

・地上天気図は、初期時刻（３日９時）で、八丈島では温暖前線が通過した後であることを把握。

・温暖前線通過における気象要素の変化は、「風向」、「風速」、「気温」、「湿数」などであり、図５では気温、風速、風向が示
されている。 題意で風速以外となっているので、気温と風向を答える。

温暖前線が通過すると、暖域に入るので風向は南よりになり、気温が上昇する。

３９回 実技１ 問２（１）
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温暖前線が通過すると、暖域に入るので風向は南よりになり、気温が上昇する。
気温の上昇については、６時前から徐々に上昇しているが、通過に伴い急激に上昇するのでその事に言及しておく。

・②では風速の変化の要因を聞いている。
風速は、通過後に弱まっている事が図５からわかる。
風速 ⇒ 気圧傾度 なので、温暖前線の南北における気圧傾度をそのまま答えればよい。



②地上気圧分布の特徴から，関東地方の内陸部から南岸にかけて北よりの風が吹く要因を25字程度で
述べよ。

③房総半島南部で局地的に激しい雨が降った要因を，シアライン付近の風と気温分布に着目して25字
程度で述べよ。

メソ高気圧

房総半島南部 シアライン

３９回 実技１ 問３（２）②③
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模範解答:②関東地方の内陸部にメソ高気圧が形成されているため。
③暖かい東よりの風と冷たい北よりの風が収束したため。

＜ポイント＞
・関東地方の設問は、内陸のメソ高気圧（高圧部）が出題される事が多い。
・内陸にメソ高気圧があると、そこから吹き出す冷気により北寄りの風が吹く。

・一方、関東の南海上からは、湿った暖かい空気が流入しており、上記北寄りの風とのシアラインを形成
する。 そこで収束が起こり、降水が発生する。



【設問】

②地上気圧分布の特徴から，関東地方の内陸部から南岸にかけて北よりの風が吹く要因を25字程度で述べよ。
③房総半島南部で局地的に激しい雨が降った要因を，シアライン付近の風と気温分布に着目して25字程度で述べよ。

【模範解答】

②関東地方の内陸部にメソ高気圧が形成されているため。

③暖かい東よりの風と冷たい北よりの風が収束したため。

【解答のポイント】

・関東地方の局地図の設問は、内陸のメソ高気圧（高圧部）が出題される事が多い。
メソ高気圧は、主に冷気の滞留により生起される。

・内陸にメソ高気圧があると、そこから吹き出す冷気により北寄りの風が吹く。

・一方、関東の南海上からは、湿った暖かい空気が流入しており、上記北寄りの風とのシアラインを形成する。
そこで収束が起こり、降水が発生する。

３９回 実技１ 問３（２）②③
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図12(下)と図13(下)によると，図1で3日9時(00UTC)に東海道沖と山陰沖にある二つの低気圧は，12時間後の3日
21時(12UTC)には発達しながら，それぞれ三陸沖と秋田沖に進み，24時間後の4日9時(00UTC)には一つにまとまって
更に発達し，北海道東部に達して閉塞すると予想される。24時間後に閉塞すると予想される根拠を，12時間後と24時間
後における，低気圧の中心と500hPaのトラフとの位置関係の観点から60字程度で述べよ。

１２時間 ２４時間

地上低気圧の位置

３９回 実技１ 問４（１）
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地上低気圧の位置
500hPaトラフ



【設問】

図12(下)と図13(下)によると，図1で3日9時(00UTC)に東海道沖と山陰沖にある二つの低気圧は，12時間後の3日21
時(12UTC)には発達しながら，それぞれ三陸沖と秋田沖に進み，24時間後の4日9時(00UTC)には一つにまとまって更に
発達し，北海道東部に達して閉塞すると予想される。24時間後に閉塞すると予想される根拠を，12時間後と24時間後にお
ける，低気圧の中心と500hPaのトラフとの位置関係の観点から60字程度で述べよ。

【模範解答】

二つの低気圧の中心は12時間後にはトラフの東側にあるが，24時間後には一つにまとまってトラフとほぼ同じ位置になるため。

【解答のポイント】

・低気圧の閉塞
地上低気圧とトラフが同じ位置になる。地上低気圧が強風軸の寒気側(北側)に移る。
中心気圧が変化しない、または浅まる。

・500hPa予想図で、地上低気圧がどこにあるか正確に把握する。
トラフの東側に地上低気圧の中心があるうちは、発達する。

３９回 実技１ 問４（１）

112



図7によると，台風の中心は28日21時(12UTC)過ぎに久米島付近を通過した。図7に示された気圧と風速について，台
風中心の通過前と通過後を比較し，気圧については下降・上昇の変化の違いを30字程度で，風速については極大値や
20m/s以上の継続時間の違いを40字程度で述べよ。

極大値

20m/s以上の継続時間
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台風中心



【設問】

図7によると，台風の中心は28日21時(12UTC)過ぎに久米島付近を通過した。図7に示された気圧と風速について，台風
中心の通過前と通過後を比較し，気圧については下降・上昇の変化の違いを30字程度で，風速については極大値や
20m/s以上の継続時間の違いを40字程度で述べよ。

【模範解答】

気圧:通過前の気圧下降よりも通過後の気圧上昇の方が急激である。
風速:極大値は通過後の方が大きいが，20m/s以上の継続時間は通過前の方が⾧い。

【解答のポイント】

・気圧の最低値のところを台風の中心とする。

・台風中心に対して図の左が通過前、右が通過後である。

・気圧変化は通過後の方が急激である設問がほとんど。
「下降と上昇の変化の違い」なので概ね下降に要する時間と上昇時間の違いになる。
台風前面と後面の等圧線の混み具合も参考にする。

・風速は、「極大値や20m/s以上の継続時間」と聞いているので、極大値はどちらにあって、20m/s以上の継続時間はどちら
が⾧いかと見る。
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が⾧いかと見る。

・通過後、つまり台風の後面は、気圧上昇時間が短く急峻であることから等圧線の間隔が狭いことがわかる。すると風速の極大
値は必然的に通過後にある予測がつく。

・通過前は、通過後に比較して緩やかに気圧が下がり、等圧線の間隔は通過後に比較して広いが、時間がかかるという事は、
強風の継続時間が⾧い事になる。



台風が温帯低気圧に変化する過程では，強風域が台風中心の周辺に広がることが多い。台風第XX号でも同様の変化が
予想されるが，そのように判断できる根拠を図8(下)と図9(下)の気圧の傾きに着目して55字程度で述べよ。

気圧の傾きが大きい
（等圧線が込んでいる）
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（等圧線が込んでいる）



【設問】

台風が温帯低気圧に変化する過程では，強風域が台風中心の周辺に広がることが多い。台風第XX号でも同様の変化が予
想されるが，そのように判断できる根拠を図8(下)と図9(下)の気圧の傾きに着目して55字程度で述べよ。

【模範解答】

気圧の傾きの最も大きい領域が12時間後には台風中心付近にあるが，24時間後には中心から離れた領域に移っている。

【解答のポイント】

・「気圧の傾きに着目」との題意なので、台風の等圧線の状況を比較する。

・台風の勢力が弱まると、同心円の等圧線が崩れてくる。

・強風は、等圧線が込んでいるところ（気圧傾度の大きいところ）で吹く。
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図14の観測点の中で，最も強い風が吹いているのは奈義である。図15～図17を用いて，奈義で強い風が吹いた時間帯
の鳥取の高層風の特徴と奈義周辺の地形の特徴に着目して，奈義で強い風が吹いた要因を考察し，35字程度で述べよ。

強い風が吹いている時間帯
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強い風が吹いている時間帯



【設問】

図14の観測点の中で，最も強い風が吹いているのは奈義である。図15～図17を用いて，奈義で強い風が吹いた時間帯の
鳥取の高層風の特徴と奈義周辺の地形の特徴に着目して，奈義で強い風が吹いた要因を考察し，35字程度で述べよ。

【模範解答】

上空の約50ノットの強風が，地形の影響で山の風下側に吹き下ろしたため。

【解答のポイント】

・地形を参照する場合は、山岳の影響がほぼ関係する。

・奈義で強風の吹いた時間帯は、図１５から １５時～１９時。 故に、鳥取の１５時以降の高層風を見る。

・山頂が1Km～1.4Kmなので題意の「高層風」は、1~2Kmを見ればよい。

・上空の強風は、ほぼ50ノット。北西～北北西の風なので、鳥取方面から山地を越えて奈義に至る。

・「風下」と「吹き下ろす」の文言は入れたい。

３９回 実技２ 問５（２）

118


